
オリンピック・パラリンピック競技大会は、世界最大規模のスポーツ
イベントであり、その影響は環境・社会・経済に、また開催国のみ
ならず世界にまで広く及ぶことから、持続可能性に配慮した大会の
準備・運営が求められる。

３ 東京2020大会の持続可能性の５つの主要テーマ

２ 東京2020大会の持続可能性コンセプト

東京2020大会における持続可能性の取り組みについて

１ オリンピック・パラリンピックと持続可能性 ４ 主な取り組み

※東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会組織委員会ＨＰ

及び資料「持続可能性大会前報告書」より抜粋

大会使用車両に

・燃料電池自動車（ＦＣＶ)

・電気自動車（ＥＶ)

・プラグインハイブリッド（ＰＨＶ)

を導入し、CO2排出の回避・削減に努める

再生材活用の取り組み

・聖火リレートーチ（アルミ建築廃材）

・オリンピック聖火ランナーユニホーム

（ペットボトルのリサイクル素材）

・入賞メダル（リサイクル金属）

・表彰台（使用済プラスチック容器）

競技会場等の緑化

・オリンピックスタジアムほか

大会運営時における

・ダイバーシティ＆インクルージョン

（Ｄ＆Ｉ）の実現

・多様性に配慮した料理など

参加型プロジェクト

・メダル（小型家電回収）

・表彰台（使用済みプラスチック

の再生利用）

水資源の有効活用や在来の植物による

競技会場の緑化などにより、自然共生

都市の実現に貢献します。

３Ｒ（リデュース・リユース・

リサイクル）を徹底し、資源を

一切ムダにしない大会運営を

目指します。

多くの方々の参加・協働により、誰もが主役の

開かれた大会を創るとともに、積極的な情報発信

により、持続可能性への理解を高めていきます。

大会に関わるすべての人々の人権

が尊重された大会を目指し、

「ビジネスと人権に関する指導原則」

に則った準備・運営を行います。

脱炭素社会の実現に向けて、可能な限り

の省エネルギーや再生可能エネルギーの

利用などを進めていきます。

・「持続可能性に配慮した運営計画」策定

・「持続可能性大会前報告書」公表

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ推進特別委員会資料 

令 和 2 年 1 1 月 1 1 日 

文 化 ス ポ ー ツ 振 興 部 

オリンピック・パラリンピック準備課
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集団回収事業について 
１ 事業目的 

 資源の有効活用とごみ減量を図るため、区民のリサイクル活動を推進し、地球

環境を守る資源循環型社会をめざす。

２ 事業概要  

町会・自治会、マンション管理組合などの団体が、家庭から出る古紙類などの

資源を資源回収業者に引き渡す自主的なリサイクル活動に対し、区はその取り組み

を支援している。

３ 支援内容 

・報奨金の支給 

回収団体に対し回収実績に応じて１kg につき 6円を支給。 

・協力金の支給 

雑がみを回収した団体に対し、1カ月につき 1,000 円を支給。 

・用具の支 給  

消耗品（PP ひも・軍手・資源持ち去り防止テープ・標識旗等）支給。 

・感謝状の贈呈 

優良リサイクル団体に感謝状等の贈呈。 

・ルート対策費 

回収業者に対し、古紙の市況価格が一定額(7 円)を下回った場合に支給。

４ 集団回収の流れ 

５ 実績（回収量と登録団体数の推移） 

【品目別回収量】                          （単位：ｔ）

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度

新 聞 4,785 4,381 3,912 3,471 3,108  1,207 
雑 誌 2,067 1,980 1,907 1,822 1,822  945 
段 ボ ー ル 2,090 2,210 2,274 2,364 2,481  1,450 
紙 パ ッ ク 28 25 23 21 19  12 
雑 が み ― ― ― 70 116  64 
そ の 他 紙 類 62 57 58 56 45  17 
古 着 42 39 57 58 65  24 

缶 200 200 205 213 212  112 
そ の 他 15 15 15 15 11  0.1 

総 回 収 量 9,289 8,908 8,451 8,090 7,879  3,831 

※表の数値は端数処理のため、内訳と合計が一致しない場合があります。

※雑がみは平成 30 年度から開始。

※令和 2 年度の数値は 4 月～9 月の数値です。

【集団回収に係わる経費】                      （単位：円）

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度

報奨金および協力金 55,682,784 54,128,454 51,180,156 50,544,720 51,170,086  25,423,874 

ルート対策費 0 0 0 0 0  6,922,121 

※令和 2 年度の数値は 4 月～9 月の数値です。

契約・回収

清掃事務所

ルート対策費支給

協定書締結

報奨金・協力金支給

実績報告

登録団体 回収業者



「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」について 

１ 経緯 

・品川区では、小型家電リサイクル法が施行された平成 25 年度より、区施

設で月 2回実施している拠点回収にて、携帯電話、デジタルカメラ等の使用

済小型電子機器等の回収をおこなってきた。 

・使用済小型電子機器等から金・銀等のリサイクル金属を回収し、東京 2020

オリンピック・パラリンピック大会のメダルに活用する「TOKYO2020 都市鉱

山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」が、大会組織委員会主催で、

平成 29 年 4 月から 31 年 3 月までの 2年間、実施された。 

・品川区でもこの趣旨に賛同し、プロジェクトに参加して小型家電のリサイ

クル推進を図った。 

２ 実施方法 

  ・拠点回収で回収した使用済小型電子機器を、大会組織委員会の協力事業

者に引き渡す。 

  ・プロジェクトへの参加と同時に、区ホームページ、広報しながわ、ごみ・

リサイクル通信にて周知を図るほか、オリンピック・パラリンピック準備

課と連携して、イベント時や窓口等へ回収ボックスの設置を行った。 

＜プロジェクト・ロゴマーク＞ 

＜回収ボックス＞   

３ 実績

【使用済小型電子機器等の回収量の推移】 

 ※29～30 年度の回収分をメダルプロジェクトに提供した。 

27 年度 28 年度 29 年度 

※ 

30 年度 

※ 

元年度 2 年度 

（～9月末）

回収量 2,440 ㎏ 2,349 ㎏ 2,629 ㎏ 3,589 ㎏ 3,813 ㎏ 1,716 ㎏
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